
 

 

 

 

 

 

 

“ みんなが幸せな学校 ”は実現できるのか 

教頭  髙橋 伸治  

「学校は社会の縮図」と言われています。生まれ育った背景も考え方も、価値観も違った多様

な子供たちが、約７時間／日 × 約２００日／年、生活の中の多くの時間を共に過ごし、学び合

い成長し合っているのが学校です。本校児童は約９４０名、教職員約５０名、各家庭、地域の方

を含めると、安行東小学校と関わって生活している人の数はいかほどのものになるのでしょう

か。そもそも、「幸せ」には、理想とする形がそれぞれにあるものです。すべての人々が幸せで

ある学校“みんなが幸せな学校”を実現することが容易でないことは想像に難くありません。 

さて、「Well-being(ウェルビーイング)」というキーワードが、一般的な言葉として浸透しつ

つあります。国際的な基準の一つとして社会全体で目指していこうとする潮流も生まれていま

す。世界保健機関（ＷＨＯ）によれば「肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが

満たされた状態にあること」と示されています。この概念は、いわゆる「幸せ（Happiness）」を

一時的・感情的な幸福感と捉えるのに対して、Well-beingで示される「幸せ」は包括的・持続的

なものであるとして区別しています。学校生活に当てはめて考えてみると、今日の給食が「大好

きなカレーだ！」や、授業終わりのチャイムを聞いて「休み時間だ！」の「幸せ」はHappiness

と言えるでしょう。それに対し、友達とけんかをしてしまったけれど、お互いの誤解が解けて仲

直りし、これまで以上の信頼を築いたときの「幸せ」や、クラスの仲間に囲まれて楽しく過ごし

た日々を名残惜しく感じる「幸せ」、尊重され「自分はここにいていいんだ」と安心できる居場

所があることを感じる「幸せ」がWell-beingと言えるのではないでしょうか。 

実際、教育現場においても、Well-beingを重要な指針として捉える動きが見られます。令和５

年６月１６日に閣議決定された『第４期教育振興基本計画』には、「持続可能な社会の創り手の

育成」「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」の２つをコンセプトとして、今後５年間

の国の教育政策について定めています。これを受け、県や市では具体的な取組を始めています。

学校の授業も、一律一斉の授業から個に応じた支援へと変わりつつあります。本年度は「ほっと

ルーム」も新設され、新たな学びの形が加わりました。子供たち一人一人に適した学び方を主体

的に選び、心おきなく成長し、互いを尊重し合って生活する学校。そのような学校の姿こそが

“みんなが幸せな学校”なのです。 

経済的な豊かさを「幸せ」の最大の指標としてきたこれまでの時代から、一人一人がいかに

幸せに生きていけるかを求める時代へと、社会は大きく転換する時を迎えています。 

「幸せ」の形を決めるのは自分自身。その時に必要な力や判断基準などを身に付けさせるの

は、学校や家庭、地域の責任です。幸せに生きる模範としての大人の姿を示したいものです。 

学校教育目標 すすんで学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子 
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 学校 HP QR コード 

安行東小だより 
 子どもの笑顔がきらきら輝く、学びがいのある学校 

○家  



３月学校行事予定・下校時刻 
日 曜 行事等 

１
年 

２
年 

３
年 

４
年 

５
年 

６
年 

１ 土        

２ 日        

３ 月 読み聞かせ(６年)  １・２年懇談会       

４ 火 ３・４年懇談会       

５ 水 学校生活アンケート 委員会活動       

6 木 
ときめきひろば(３～５年) 
小中連携授業（６年） 
５年・にじいろ学級懇談会 

 
 

15:25 ※1 ※２ 

7 金 
卒業おめでとう集会 
スクールカウンセラー来校 14：35 

8 土        

9 日    
    

10 月 読み聞かせ(３年)       

11 火 
学期末５時間授業(全学年) 
小中連携連絡会(６年)       

12 水 学期末５時間授業(全学年) 
幼保小交流会（１年） ＰＴＡ理事会 

      

13 木 学期末５時間授業(全学年) 
体育朝会 

      

14 金 
学期末５時間授業(全学年) 
あおぞら号 

      

15 土        

16 日        

17 月 学期末５時間授業(全学年) 
読み聞かせ４年  給食終了 

   
 

  

18 火 
３時間授業(全学年) 
卒業式予行演習 

   
 

  

19 水 ３時間授業(全学年)       

20 木 春分の日       

21 金 
３時間授業(全学年) 
ふれあいデー 大掃除（６年） 

      

22 土        

23 日        

24 月 卒業証書授与式  
１～５年臨時休業日 

１～５年臨時休業日  

25 火 
３時間授業(1～5年) 
６年臨時休業日※１  大掃除 

     ※１ 

26 水 
修了式  ３時間授業(1～5年) 
６年臨時休業日※１ 

     ※１ 

27 木 
学年末休業日 

      

２８ 金        

２９ 土        

３０ 日        

31 月        

４/１ 火 
春季休業日 

      

2 水        

3 木        

※にじいろ学級児童の下校時刻は、各学年の下校時刻をご覧ください。 

≪ 欠席・遅刻・早退連絡 ≫ 

児童の欠席・遅刻・早退のご連絡は、朝 8：00 まで

に右下の QRコードから入力をお願いいたします。 

電話対応につきましては、特に朝や放課後はつな

がりにくい状況です。お子様の安 

全を確認するために QRコードか 

らの連絡にご協力ください。 

■緊急時の学校の電話対応時間 

平日 ８：００～１７：20 

 

≪ 臨時休業日について ≫ 

卒業証書授与式を下記の日程で実施いたしま

す。式当日は、１年生から５年生は、臨時休業日

となり登校しません。 

校庭は駐輪場となるため、朝から１３：００ま

での間、校庭は使用できません。ご理解とご協力

をいただきますようお願い申し上げます。 

 

【卒業証書授与式実施日】 

令和７年３月２４日（月） 

※ 第１学年～第５学年は、臨時休業日 

≪ 新学年の名札について ≫ 

４月より新学年で使用する児童名札は、学校として

一括購入し、新２～新６年生の全員に配付します。代

金は、新年度１学期の教材費として集金させていただ

きます。ご家庭でご用意いただく必要はございません。 

新しい名札のお渡しは、４月８日（火）始業式の日に、

学級担任から児童へお渡しします。持ち帰りましたら、

新学年・学級や氏名のご記入等をして 

児童に持たせていただきますよう、よろ 

しくお願いいたします。 

すでに購入されたご家庭につきまし 

ては、予備分としてご利用いただくなど、 

上記のとおりご理解とご協力をいただ 

きますようお願い申し上げます。 

≪ 不要になった学用品寄付のお願い ≫ 

年度の切り替え等に伴い、不要になった学用品があ

りましたら学校までお寄せください。特に、貸出用の上

履きが不足しています。寄付いただいたものは、児童の

学習・生活に有効活用させていただきます。 

【学用品例】 

＊ 上履き（サイズ２２．０㎝～２６．０㎝程度） 

＊ 習字セット  ＊ 裁縫セット  ＊ 絵の具セット 

＊ ランドセル  ＊防災頭巾    ＊ 通学帽子 

＊ 体育用紅白帽子 等 

14：35 

14：35 

15：25 

15：25 

11：35 

14：35 

11：35 

14：35 

14：15 

14：35 

15：05 

14：15 

11：35 

14：35 

11：35 

11：35 

14：15 

15：05 

11:30 門出送り 

12:00 完全下校 

【年度末休業日・春季休業日】 

令和７年３月２７日（木）～ ４月 ７日（月） 

【令和７年度当初日程】 

４月 ８日（火）始業式    ９：５０下校 
   ９日（水）３時間授業 １１：３５下校 
  １０日（木）給食開始日（２～６年） 

14：35 

※２ 15：25 

 

※１ 14：35 

 


